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1. 2022年4月期第3四半期の連結業績（2021年5月1日～2022年1月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年4月期第3四半期 25,110 8.5 849 71.9 1,012 49.1 658 46.9

2021年4月期第3四半期 23,132 2.6 494 △33.5 679 △17.1 448 △9.6

（注）包括利益 2022年4月期第3四半期　　916百万円 （79.3％） 2021年4月期第3四半期　　511百万円 （3.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年4月期第3四半期 70.90 ―

2021年4月期第3四半期 48.38 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年4月期第3四半期 28,367 16,842 59.0

2021年4月期 27,295 16,110 58.7

（参考）自己資本 2022年4月期第3四半期 16,737百万円 2021年4月期 16,011百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年4月期 ― 3.00 ― 16.00 19.00

2022年4月期 ― 7.00 ―

2022年4月期（予想） 14.00 21.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 4月期の連結業績予想（2021年 5月 1日～2022年 4月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,350 11.8 905 44.3 990 12.8 640 14.2 68.84

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

詳細は、四半期決算短信(添付資料)６ページの「四半期連結財務諸表及び主な注記　(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項　(会計方針の変更)」を

ご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年4月期3Q 9,605,800 株 2021年4月期 9,605,800 株

② 期末自己株式数 2022年4月期3Q 301,455 株 2021年4月期 322,979 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年4月期3Q 9,294,909 株 2021年4月期3Q 9,271,509 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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　 四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,195,989 4,646,835

受取手形及び売掛金 6,756,413 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 6,340,588

電子記録債権 2,174,124 3,535,727

商品及び製品 1,562,437 1,876,942

仕掛品 1,106,562 1,544,556

原材料 768,898 813,873

その他 721,397 667,454

貸倒引当金 △2,922 △7,452

流動資産合計 18,282,901 19,418,525

固定資産

有形固定資産 4,498,402 4,609,314

無形固定資産

のれん 1,433,330 1,305,988

その他 1,022,792 874,700

無形固定資産合計 2,456,123 2,180,688

投資その他の資産 2,058,378 2,158,683

固定資産合計 9,012,904 8,948,686

資産合計 27,295,805 28,367,212
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,840,237 3,949,921

電子記録債務 2,451,020 3,369,576

短期借入金 33,720 -

1年内返済予定の長期借入金 321,324 316,306

未払法人税等 285,086 87,699

賞与引当金 - 113,750

役員賞与引当金 33,170 38,241

その他 1,903,075 1,521,759

流動負債合計 8,867,633 9,397,254

固定負債

長期借入金 1,234,318 998,343

役員退職慰労引当金 13,066 17,018

退職給付に係る負債 161,100 214,957

その他 909,072 897,181

固定負債合計 2,317,557 2,127,499

負債合計 11,185,191 11,524,754

純資産の部

株主資本

資本金 1,028,078 1,028,078

資本剰余金 763,288 765,032

利益剰余金 13,674,036 14,132,362

自己株式 △209,827 △195,837

株主資本合計 15,255,575 15,729,634

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 457,750 530,986

繰延ヘッジ損益 63 △15,360

為替換算調整勘定 288,906 485,410

退職給付に係る調整累計額 9,128 6,996

その他の包括利益累計額合計 755,848 1,008,032

非支配株主持分 99,190 104,790

純資産合計 16,110,614 16,842,458

負債純資産合計 27,295,805 28,367,212
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第３四半期連結累計期間)

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年５月１日
　至 2021年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年５月１日
　至 2022年１月31日)

売上高 23,132,371 25,110,152

売上原価 18,771,349 20,320,411

売上総利益 4,361,022 4,789,741

販売費及び一般管理費 3,866,853 3,940,240

営業利益 494,168 849,501

営業外収益

受取利息 3,472 1,737

受取配当金 21,191 12,798

持分法による投資利益 45,170 44,311

為替差益 3,938 23,073

助成金収入 99,048 62,176

その他 77,972 76,691

営業外収益合計 250,794 220,789

営業外費用

支払利息 12,381 9,491

デリバティブ評価損 22,289 33,182

補助金返還額 15,691 -

その他 15,275 14,979

営業外費用合計 65,638 57,653

経常利益 679,324 1,012,637

特別利益

固定資産売却益 21,794 5,136

投資有価証券売却益 11,828 517

その他 145 -

特別利益合計 33,769 5,653

特別損失

固定資産除売却損 9,843 3,084

投資有価証券売却損 3,625 -

特別損失合計 13,469 3,084

税金等調整前四半期純利益 699,623 1,015,206

法人税、住民税及び事業税 326,596 301,101

法人税等調整額 △74,330 47,799

法人税等合計 252,265 348,901

四半期純利益 447,357 666,305

非支配株主に帰属する四半期純利益
又は非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△1,230 7,325

親会社株主に帰属する四半期純利益 448,588 658,979
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(四半期連結包括利益計算書)

(第３四半期連結累計期間)

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年５月１日
　至 2021年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年５月１日
　至 2022年１月31日)

四半期純利益 447,357 666,305

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 202,869 27,054

繰延ヘッジ損益 - △15,423

為替換算調整勘定 △138,680 180,800

退職給付に係る調整額 4,292 △2,131

持分法適用会社に対する持分相当額 △4,478 60,158

その他の包括利益合計 64,002 250,457

四半期包括利益 511,360 916,763

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 517,108 911,164

非支配株主に係る四半期包括利益 △5,748 5,599
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　 該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

　 該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、従来は工事完成基準を適用していた一部の工事請負契約及びソフトウェア開発契約のうち、一定

期間にわたり履行義務が充足される契約については、期間がごく短い工事等を除き、履行義務の充足に係る進捗

度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しております。なお、履行義務

の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができないものの、当該履行義務を充足する際に発生する費用を回収

することが見込まれる場合には、原価回収基準により収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

これによる当第３四半期連結会計期間末日の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してお

りました「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて

表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計

年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」

(企業会計基準第12号 2020年３月31日)第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」(企業会計基準第10号 2019年７月４日)第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

(追加情報)

(会計上の見積りに関する新型コロナウイルス感染症の影響)

新型コロナウイルス感染症は、当社グループの経営成績等に重要な影響を及ぼす可能性があります。

当社グループは、重要な会計上の見積りとして、のれん等を含む固定資産の評価等を実施しておりますが、新

型コロナウイルス感染症の影響を当該会計上の見積りに反映するにあたり、当連結会計年度末までに感染拡大に

よる経済への影響が収束するとの仮定により評価しております。ただし、当社グループに関連する市場環境や経

済環境への影響は限定的であると判断しております。

当該仮定は、四半期連結財務諸表等作成日における最善の見積りであると判断しておりますが、想定以上に影

響が長期化あるいは拡大した場合には、重要な会計上の見積り及び判断に影響を及ぼす可能性があります。

なお、新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定につきましては、前連結会計年度の有価証券報告書にお

ける(追加情報)に記載した内容から重要な変更はありません。

　


